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1. はじめに 
 

このテキストでは、LIMEDIO の統計について説明します。 

LIMEDIO の統計には条件を指定し集計を行う《集計》画面と、集計結果や過去の 

集計を確認する《履歴管理》画面があります。 

 
以下の条件で、集計の方法を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①条件を指定して集計する 

       ↓ 

②集計結果を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月貸し出した図書資料を集計する 
 

統計分野 ·························· 利用者サービス 
統計種類 ·························· 貸出・返却数 
条件名 ····························· 【標】冊数：貸出 
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■集計はバックグラウ

ンドで処理されます。 
バックグラウンドでの集

計は、標準の設定で、

同時に 5 件まで実行で

きます。同時実行件数

は変更できます。くわし

くは、SE にご相談くださ

い。 

 
 

 

2. 集計 
 

《集計》画面では条件を指定して件数や金額を集計します。 

指定した条件には名前をつけて保存することができます。 

また、保存した条件の一部を変更して集計することもできます。 

 
2.1 集計の実行 

 
先月貸し出した図書資料の冊数を、利用者区分、分類、和洋区別ごとに集計する方法を 

説明します。 

 
① 《集計》画面を起動します。 

「LIMEDIO メニュー」から「統計」－「集計」をクリックします。 

《集計》画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《集計》画面 
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■条件名を選ぶと、[集
計選択]タブの下部にあ

る＜説明＞に、集計内

容の説明文が表示され

ます。 

 
② 統計分野を選びます。 

[集計選択]タブの左側のフレームに表示された一覧から、[利用者サービス統計] 

－［貸出・返却数]を選びます。 

右側のフレームには、選んだ統計分野で使用できる集計条件の一覧が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 条件名を選びます。 
[集計選択]タブの右側のフレームに表示された一覧から、「【標】冊数・貸出」を選 

びます。 
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■選んだ集計条件をダ

ブルクリックして [条件

入力]タブを表示するこ

ともできます。 

 
 
 

 

④ [条件入力]タブを表示します。 
詳細表示 ボタンをクリックします。 

[条件入力]タブが表示されます。 

 
 [条件入力]タブは、以下の２つで構成されています。 

A. 出力条件：どのような条件を満たすデータを集計するかを指定 

B. 出力単位：どのような単位で出力するかを指定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 

B 
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■＜集計期間＞は手

入力することもできま

す。 
【入力例】 
「2017/4/1..2017/4/20」 

 

 
⑤ 出力条件と出力単位を入力します。 

以下の出力条件と出力単位を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 集計を実行します。 
実行 ボタンをクリックします。 

「バックグラウンドで集計を開始しました。集計結果は（履歴管理）で確認 

してください。」とダイアログが表示されるので、OK ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

⑦ 集計結果を確認します。 
集計結果を《履歴管理》画面で確認します。 

くわしくは「3.履歴管理」を参照してください。 

 

【出力条件】 【出力単位】 

集計期間：先月 行ラベル（大分類）：利用者区分 

資料区分：図書 列ラベル（大分類）：分類（NDC9 版準拠） 

延長回数：０ 列ラベル（小分類）：和洋区別 
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2.2 出力単位の登録 

 
どのような単位で出力するかは、出力単位で指定します。 

出力単位では、複数のコードをグループ化し新しい出力単位として登録することが 

できます。 

ここでは、以下の条件で新しい出力単位の登録方法を説明します。 

 
 
 
 
 
 

① 《集計》画面を起動します。 
統計分野、集計条件を選び[条件入力]タブを表示します。 

くわしくは「2.1 集計の実行」を参照してください。 

 
② [出力単位編集]タブを表示します。 

出力単位 ボタンをクリックし、[出力単位編集]タブを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準にする出力単位 ：利用者区分 

グループ化するコード ：「教員」「職員」 

新しい出力単位名 ：利用者区分 A 

グループ化後の項目名 ：教職員 



 

 
 - 7 - 

 
③ 編集する出力単位を選びます。 

[コード表]から「利用者区分」を選びます。 

画面右側に「利用者区分」のコード一覧が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 統合するコードを選びます。 
コード一覧から「職員」と「教員」を選びます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 - 8 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■選んだコードは＜統

合コード＞のプルダウ

メニューをクリックし、一

覧で修正できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■統合したコードを選

び、解除  ボタンをクリ

ックすると統合を解除で

きます。 

 
⑤ 統合します。 

統合 ボタンをクリックし、[コード統合]ダイアログを表示します。 

＜項目名＞に「教職員」と入力し、OK ボタンをクリックします。 
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■登録した出力単位に

は、先頭に「★」がつき

ます。 
 
■＜説明＞には、［登

録名入力］ダイアログで

入力した内容が表示さ

れます 
 
■登録した出力単位は

他の統計でも利用でき

ます。 
 
 

 
⑥ 新しい出力単位を登録します。 

登録 ボタンをクリックし、[登録名入力]ダイアログを表示します。 

＜登録名＞に「利用者区分 A」、＜説明＞に「職員と教員を統合した利用者区分」と 

入力し、OK ボタンをクリックします。 

[コード表]に「★利用者区分 A」が追加されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 出力単位を確認します。 
[出力単位編集]タブの× ボタンをクリックして[条件入力]タブを表示します。 

出力単位に「★利用者区分 A」が追加されたことを確認します。 
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2.3 集計条件の保存 

 
設定した集計条件は、名前をつけて登録できます。 

集計条件を登録しておくと、毎月同じ設定で集計を行う場合などに便利です。 

ここでは、「2.1 集計の実行」で指定した出力条件の出力単位を「★利用者区分 A」 

に変更し、その条件を登録する方法を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 《集計》画面を起動します。 
統計分野、集計条件を選び［条件入力］タブを表示します。 

くわしくは、「2.1 集計の実行」を参照してください。 

 
② 出力条件と出力単位を入力します。 

出力条件を入力します。 

出力単位の＜行ラベル（大分類）＞は、「★利用者区分 A」を選びます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出力単位】 

行ラベル（大分類）：★利用者区分 A 
列ラベル（大分類）：分類（NDC9 版準拠） 

列ラベル（小分類）：和洋区別 

【条件名】 

前月の貸出冊数統計 
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■[集計選択]タブの条

件名一覧で先頭に【標】

が付いている条件名は

LIMEDIO が標準で用

意している条件です。 
 
 
■登録した集計条件は、

条件選択後の［条件入

力］タブで出力条件と出

力単位を変更して集計

できます。 
また、変更した集計条

件は上書き登録できま

す。 
 
 
 
 
 

 
③ [条件名入力]ダイアログを表示します。 

新規登録 ボタンをクリックし、[条件名入力]ダイアログを表示します。 

＜条件名＞に「前月の貸出冊数統計」、＜説明＞に「貸出をした図書資料の延べ冊数」

と入力し、OK ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 登録した条件を確認します。 
[条件入力]タブの× ボタンをクリックし、[集計選択]タブを表示します。 

[集計選択]タブの一覧に「前月の貸出冊数統計」が登録されていることを確認します。 

＜説明＞には、③で入力した内容が表示されます。 
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■7 日以内に実行した

集計データがない場合

は、[履歴検索]タブが

表示されます。 
 
■集計データが 1 件の

ときは、[集計結果]タブ

が表示されます。 
 
■実行中の集計がある

ときは、＜実行結果＞

に「実行中」と表示され

ます。 
 
 
 
■検索結果を変更する

には、[履歴検索]タブを

表示し、検索条件を入

力します。 

 

3. 履歴管理 
 

《履歴管理》画面では、集計結果の確認を行います。 

 
3.1 《履歴管理》画面の起動 

 
① 《履歴管理》画面を起動します。 

「LIMEDIO メニュー」から「統計」－「履歴管理」をクリックします。 

《履歴管理》画面が起動し、[履歴一覧]タブが表示されます。 

7 日以内に実行した集計データがある場合は、現在 LIMEDIO にログインしている 

ID で実行した集計データが自動で検索されます。 

以下は、3 件の集計データが表示された例です。 
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■選んだ履歴データを

ダブルクリックして[集計

結果]タブを表示するこ

ともできます。 

 
 
 
 
 
 
■集計時に指定した条

件を確認できます。 
集計条件を確認するに

は、 [集計結果 ]タブの

条件詳細 ボタンをクリ

ックします。 
 
 
 
 
 

 
3.2 集計結果の確認 

 
① [集計結果]タブを表示します。 

結果を確認したいデータを選び、集計結果 ボタンをクリックします。 

[集計結果]タブが表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① Excel に出力します。 
Excel 出力 ボタンをクリックします。 

処理を選択するダイアログが表示されたら、「開く」を選びます。 

Excel が起動し、集計結果が表示されます。 
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